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議会報編集委員会

　
幌
延
町
議
会
定
例
会
が
12
月

11
日
に
開
催
さ
れ
、
行
政
報
告
、

一
般
質
問
、
同
意
１
件
、
条
例

の
一
部
改
正
、
補
正
予
算
な
ど

の
議
案
９
件
を
審
議
し
、
全
て

の
議
決
案
件
を
原
案
と
お
り
可

決
し
、
同
日
閉
会
し
た
。

　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

▽
同
意
第
１
号

　
副
町
長
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
同

意
し
た
。

副
町
長
（
再
任
）

　
岩　
川　
実　
樹　
氏

任
期

　
自 

平
成
31
年
１
月
１
日

　
至 

平
成
34
年
12
月
31
日

▽
議
案
第
４
号

幌
延
町
一
般
会
計
補
正
予
算

質
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
見

学
会
の
委
託
料
１
百
98
万
１
千

円
の
減
額
の
理
由
は
。

答
参
加
者
数
の
減
と
航
空
運

賃
が
当
初
予
算
よ
り
減
額
さ
れ

た
。

質
緑
の
環
境
づ
く
り
推
進
事

業
で
１
百
９
万
円
の
減
額
が
さ

れ
て
い
る
の
は
何
故
か
。

答
枝
等
の
整
備
を
見
込
ん
で

い
た
が
、
整
備
さ
れ
て
い
た
た

め
減
額
し
た
。

質
町
有
地
の
貸
出
収
入
に
お

い
て
、
送
電
線
工
事
に
関
わ
る

貸
付
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
年

度
の
み
の
貸
出
な
の
か
。

答
今
回
の
収
入
は
平
成
30
年

度
３
月
ま
で
の
分
で
あ
り
、
来

年
度
以
降
は
毎
年
契
約
す
る
。

質
公
営
住
宅
・
公
共
賃
貸
住

宅
料
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、

公
営
住
宅
に
は
、
通
年
、
空
室

が
あ
る
の
か
。

答
予
算
を
作
る
際
は
、
10
月

末
入
居
状
況
で
積
算
し
て
い
る

が
、
実
績
に
応
じ
て
減
額
し
て

い
る
。

質
ワ
イ
ン
試
験
製
造
業
務
に

お
い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
に
使
用
す
る
こ
と
に
異
議
は

無
い
が
、
先
に
町
民
に
還
元
し

な
い
の
か
。

答
ま
ず
は
、
町
民
に
試
飲
を

し
て
も
ら
い
、
残
り
は
返
礼
品

に
す
る
。
試
飲
の
機
会
に
つ
い

て
は
、
内
部
で
検
討
す
る
。

質
幌
延
産
の
ワ
イ
ン
樽
と
幌

延
産
の
ブ
ド
ウ
で
ワ
イ
ン
を
作

り
、
最
終
的
に
は
幌
延
町
で
製

造
ま
で
出
来
な
い
の
か
。

答
や
り
た
い
人
が
見
つ
か
る

か
が
、
事
業
の
成
功
す
る
要
因

だ
と
思
う
。

質
生
産
物
売
払
収
入
で
、
牧

草
販
売
が
１
百
25
万
５
千
円
の

減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
理
由
は
。

答
幌
延
団
地
に
関
わ
る
上
幌

開
進
利
用
促
進
組
合
員
の
離
農

に
よ
る
も
の
。

行
政
報
告―

町
長

行
政
報
告―

町
長

　
幌
延
町
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都

市
構
想
と
し
て
ま
と
め
、
国
に

提
出
を
し
、
９
月
に
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
構
想
選
定
委
員
会

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
、
10
月
23

日
に
認
定
さ
れ
た
。

　
飼
養
頭
数
百
頭
前
後
の
規
模

で
導
入
可
能
で
あ
り
、
自
家
消

費
と
低
圧
売
電
に
よ
る
資
源
循

環
型
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
モ

デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
。

　
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
被

災
地
へ
の
職
員
派
遣
の
要
請
が

あ
り
、
10
月
９
日
か
ら
５
日
間
、

２
人
の
職
員
を
厚
真
町
に
派
遣

し
た
。

　
国
は
、
自
動
車
運
送
業
の
担

い
手
確
保
や
人
口
減
少
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
過
疎
地
域
等
に

お
い
て
は
、
平
成
29
年
９
月
１

日
以
降
の
許
可
申
請
か
ら
自
動

車
運
送
業
の
取
扱
い
に
お
け
る

規
制
緩
和
を
行
い
、
こ
れ
を
受

け
、
町
内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者

が
、
北
海
道
運
輸
局
に
貨
物
輸

送
許
可
申
請
を
し
、
宅
配
事
業

者
と
契
約
を
締
結
し
、
貨
客
混

載
輸
送
と
し
て
幌
延
市
外
区
域

で
配
達
が
開
始
さ
れ
る
。

教
育
行
政
報
告―

教
育
長

教
育
行
政
報
告―

教
育
長

○
学
校
教
育

　
北
海
道
牛
乳
普
及
協
会
等
主

催
の
牛
や
ミ
ル
ク
の
あ
る
風
景

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
問
寒
別

中
学
校
１
年
生
遠
藤
康
真
君
が

北
海
道
知
事
賞
を
受
賞
。
前
年

度
の
北
海
道
こ
ど
も
木
工
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
で
北
海
道
知
事
賞

を
受
賞
し
た
、
問
寒
別
中
学
校

２
年
生
遠
藤
芽
衣
さ
ん
に
幌
延

町
文
化
奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　
名
寄
地
区
中
学
生
新
人
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
選
手
権
大
会
の

男
子
個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
の
部
で
、

幌
延
中
学
校
２
年
生
の
村
上
瞬

之
介
君
と
若
杉
翔
也
君
ペ
ア
が

３
位
と
な
り
、
全
道
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
。

第６回

12月11日

幌
延
町
議
会

定
例
会
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人
口
・
人
材
派
遣
に
つ
い
て

質
問

公
約
で
は
、
２
０
４
０

年
を
視
野
に
町
政
の
計
画
が
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、「
地
方
創

生
」
の
関
連
で
述
べ
て
い
る
の

か
。

町
長

２
０
４
０
年
の
人
口
は
、

２
，
２
４
１
人
を
目
指
す
と
し

て
お
り
、
こ
れ
を
視
野
に
、
今

後
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
施

策
を
公
約
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

質
問

人
材
育
成
派
遣
制
度
の

活
用
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
内

容
は
。

町
長

国
や
道
の
人
材
制
度
を

活
用
し
た
い
。
地
方
創
生
人
材

支
援
制
度
や
地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
集
落
支
援
員
、
地
域
防
災

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
地
域
林
政
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
北
海
道
職
員
の

派
遣
制
度
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

観
光
施
設
の
魅
力
向
上
と
は

質
問

具
体
的
に
道
の
駅
の
こ

と
を
指
し
て
い
る
の
か
。

町
長

ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場
、

ノ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
、
幌
延
町
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
及
び
サ
ロ
ベ

ツ
原
野
等
の
活
用
。
道
の
駅
な

ど
が
拠
点
施
設
の
検
討
に
含
ま

れ
る
。

深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
今
後

質
問

今
後
の
４
年
間
を
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
。

町
長

平
成
31
年
度
末
ま
で
に

原
子
力
機
構
が
方
向
を
示
す
の

で
、
そ
の
時
に
意
見
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

質
問

地
圏
環
境
研
究
所
は
ど

う
な
る
の
か
。
ま
た
、
電
源
三

法
交
付
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
長

宗
谷
北
部
に
あ
る
褐
炭

の
活
性
化
・
利
用
価
値
を
上
げ

る
研
究
が
あ
る
の
で
、
推
進
を

し
て
い
き
た
い
。
電
源
三
法
交

付
金
は
、
深
地
層
研
究
セ
ン
タ

ー
が
無
く
な
る
時
点
で
消
滅
す

る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

平
成
31
年
度
度
末
で
、

電
源
三
法
交
付
金
が
終
了
す
る

と
理
解
し
て
い
い
の
か
。

鷲 見　 　悟

・
町
長
の
選
挙
公
約
に
つ

い
て

　
青
少
年
保
護
育
成
弁
論
大
会

が
開
催
さ
れ
、
幌
延
町
が
団
体

で
２
位
と
な
り
、
個
人
で
は
、

幌
延
中
学
校
３
年
生
谷
口
愛
梨

さ
ん
が
２
位
に
入
賞
し
た
。

　
平
成
30
年
度
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
を
道
教
育
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

こ
と
を
幌
延
町
教
育
委
員
会
も

同
意
し
た
。

○
社
会
教
育

　
開
基
１
２
０
周
年
記
念
関
連

事
業
で
実
施
し
た
、
心
象
館
音

楽
の
夕
べ
と
東
京
ブ
ラ
ス
ス
タ

イ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
は
盛
会
に
終

了
し
た
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
が
第

１
回
Ｔ
・
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
北

海
道
大
会
の
部
で
優
勝
。
清
水

健
州
君
が
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
い
た
。

ま
た
、
第
16
回
今
泉
杯
西
日
本

友
好
学
童
軟
式
野
球
大
会
に
出

場
す
る
北
海
道
選
抜
チ
ー
ム
の

一
員
に
、
幌
延
小
学
校
６
年
生

門
田
昊
弥
君
が
選
出
さ
れ
た
。

地域の課題をとらえて
1氏が一般質問

町
長

そ
の
時
点
で
相
談
し
て

も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
る
。

質
問

埋
め
戻
し
期
間
も
固
定

資
産
税
は
も
ら
え
る
の
か
。

町
長

埋
め
戻
し
は
研
究
で
は

な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
形
に

な
る
か
は
、
今
後
確
認
し
て
い

く
。

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

質
問

高
齢
者
か
ら
、
運
転
免

許
証
の
返
納
が
あ
っ
た
時
、
枝

幸
町
は
、
３
万
円
の
助
成
。
浜

頓
別
町
は
、
一
年
間
に
48
回
６

１
０
円
の
タ
ク
シ
ー
券
の
発
行
。

中
頓
別
町
は
、
町
営
タ
ク
シ
ー

に
対
す
る
助
成
。
稚
内
市
は
、

免
許
返
納
者
に
温
泉
券
と
１
百

円
で
市
内
バ
ス
が
利
用
で
き
る

制
度
が
あ
る
が
、
幌
延
町
で
の

対
策
は
無
い
の
か
。

町
長

高
齢
者
と
お
話
し
て
も
、

免
許
返
納
し
て
か
ら
出
歩
け
な

く
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
早

急
に
案
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

過
疎
化
を
防
止
し
、
地

域
に
住
ん
で
い
た
だ
く
上
で
、

交
通
体
系
の
問
題
や
、
医
療
の

問
題
が
1
番
の
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
定
住
対
策
も
含
め
て
、

３
つ
の
括
り
で
進
め
な
け
れ
ば
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12
月
３
日

第
６
回  

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
報
告

○
調
査
事
項

▽
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
の

設
置
に
つ
い
て

　
現
在
の
町
立
診
療
所
を
国
民

健
康
保
険
直
営
の
診
療
所（
※
）

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
※
こ
の
施
設
を
一
般
的
に

『
国
保
直
診
施
設
』
と
言
い
ま

す
。）

　
国
保
直
診
施
設
に
な
る
と
、

従
来
の
根
拠
法
令
で
あ
る
地
方

自
治
法
の
み
ら
な
ず
、
国
民
健

康
保
険
法
に
基
づ
く
保
健
事
業

を
行
う
施
設
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。　
　
　

　
結
果
、
国
民
健
康
保
険
か
ら

運
営
補
助
費
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
助
成
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
診
療
所
の
赤
字
対

策
の
一
環
と
も
な
る
。
ま
た
、

利
用
さ
れ
る
患
者
さ
ん
や
職
員

へ
の
影
響
も
な
い
と
考
え
て
い

る
。

質
国
保
直
診
施
設
に
し
た
方

が
有
利
だ
と
い
う
こ
と
で
変
え

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
不
採
算

病
院
補
助
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
国
保
直
診
施
設
も
医
療
施

設
で
あ
る
か
ら
、
従
来
ど
お
り
、

不
採
算
病
院
補
助
金
な
ど
の
地

方
交
付
税
で
の
措
置
が
受
け
ら

れ
る
。

質
歯
科
診
療
所
の
扱
い
は
ど

う
な
る
の
か
。

答
管
理
委
託
と
い
う
こ
と
で

運
営
を
お
願
い
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
現
状
の
ま
ま
で
あ

る
。

▽
留
萌
北
部
地
域
子
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
形
態
に

つ
い
て

　
留
萌
北
部
地
域
子
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
基
準
該

当
施
設
か
ら
指
定
事
業
所
化
を

行
い
、
そ
の
運
営
を
民
間
に
委

託
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
本

町
、
天
塩
町
、
遠
別
町
の
事
務

担
当
課
が
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

　
指
定
事
業
所
化
に
す
る
こ
と

で
、
各
町
負
担
金
の
減
少
、
利

用
制
限
の
撤
廃
や
利
用
者
の
送

迎
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
他

地
域
と
の
サ
ー
ビ
ス
格
差
を
是

正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
利
用
負
担
が
若
干
増
額
と
な

る
な
ど
の
懸
念
事
項
は
あ
る
も

の
の
、
プ
ラ
ス
要
素
が
多
い
こ

と
か
ら
、
４
月
か
ら
運
営
形
態

の
変
更
を
行
い
た
い
。

▽
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
か
ら
可
能
性
調

査
等
を
進
め
て
来
た
結
果
、
国

か
ら
の
幌
延
町
バ
イ
オ
マ
ス
都

市
構
想
の
認
定
を
受
け
た
。

　
他
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ

ン
ト
の
導
入
状
況
を
見
る
と
、

大
規
模
集
中
型
が
主
流
だ
が
、

幌
延
町
で
は
、
１
百
頭
前
後
を

飼
養
し
て
い
る
酪
農
家
が
多
い

た
め
、
大
規
模
集
中
型
の
バ
イ

オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
は
適
し
た

も
の
で
は
な
く
、
送
電
網
が
脆

弱
で
あ
る
た
め
、
大
規
模
で
の

売
電
も
難
し
い
。

　
だ
が
、
全
道
で
も
、
多
く
の

酪
農
家
が
飼
養
頭
数
が
１
百
頭

前
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
規

模
で
も
使
え
る
モ
デ
ル
と
い
う

こ
と
を
主
眼
に
置
き
、
こ
の
構

想
を
創
っ
て
い
る
。

　
本
町
が
主
眼
に
置
い
て
い
る

の
は
、
売
電
が
低
圧
に
な
る
家

畜
ふ
ん
尿
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
で
あ
り
、
蓄
電
な
ど
に
よ

り
、
緊
急
時
や
災
害
時
に
お
い

て
、
酪
農
家
施
設
へ
供
給
で
き

る
よ
う
な
先
導
的
な
構
想
を
提

案
し
て
い
る
。

　
金
融
機
関
や
農
協
、
酪
農
家
、

施
設
整
備
に
関
連
す
る
土
木
建

築
業
者
、
乳
業
会
社
に
勉
強
会
、

説
明
会
な
ど
へ
参
加
を
呼
び
か

け
、
こ
の
構
想
に
つ
い
て
提
示

を
し
た
。

▽
ワ
イ
ン
樽
試
験
製
造
に
つ
い

て
の
説
明

　
現
在
、
日
本
で
流
通
す
る
ワ

イ
ン
樽
は
、
ほ
と
ん
ど
輸
入
品

で
あ
り
、
国
産
の
木
材
を
使
用

し
た
樽
は
、
希
少
で
あ
る
こ
と

に
着
目
し
、
そ
の
木
材
の
調
達

先
を
探
し
て
い
る
と
き
に
幌
延

町
の
北
大
天
塩
研
究
林
に
ミ
ズ

ナ
ラ
が
あ
る
と
い
う
話
が
き
っ

な
ら
な
い
。

　
幌
延
町
は
、
子
育
て
支
援
な

ど
、
で
き
る
も
の
か
ら
や
っ
て

き
た
の
で
、
免
許
の
返
納
の
助

成
等
は
、
今
す
ぐ
取
り
組
め
る

こ
と
だ
と
思
う
が
。

町
長

私
自
身
も
、
そ
う
い
う

考
え
で
施
策
を
進
め
て
き
た
の

で
、
皆
さ
ん
と
知
恵
を
絞
っ
て

協
議
を
進
め
て
い
く
。

質
問

こ
ざ
く
ら
荘
入
所
前
の

段
階
の
施
設
の
構
想
は
な
い
の

か
。

町
長

高
齢
者
専
用
住
宅
の
よ

う
な
構
想
は
持
っ
て
い
る
。
他

町
村
の
事
例
を
見
な
が
ら
考
え

る
。

町立診療所
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か
け
で
、
こ
の
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
今
年
度
に
入
り
、
樽
の
製
造

先
を
確
保
し
て
、
10
月
に
３
樽

の
試
作
品
を
製
造
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
ま
た
、
１
０
０
％
幌

延
産
を
目
標
に
ワ
イ
ン
用
の
ブ

ド
ウ
栽
培
の
試
験
研
究
を
、
ト

ナ
カ
イ
牧
場
の
圃
場
で
併
せ
て

行
っ
て
い
る
。

　
ワ
イ
ン
の
製
造
は
、
３
樽
中

２
樽
を
小
樽
ワ
イ
ン
に
他
地
域

で
昨
年
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
を
使

用
し
、
試
験
製
造
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
ま
た
、
残
り
の
１
樽

は
小
樽
市
の
田
中
酒
造
に
木
樽

で
熟
成
す
る
日
本
酒
を
試
験
製

造
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
苗
に
つ
い
て
は
、
十
勝
ワ
イ

ン
か
ら
、
山
幸
、
清
見
と
い
う

品
種
の
苗
を
購
入
し
た
。
苗
は

５
年
程
度
経
過
し
な
い
と
結
実

し
な
い
の
で
、
今
は
根
を
し
っ

か
り
張
る
作
業
と
越
冬
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

編
集
後
記

　

今
年
は
冬
が
遅
く
、
例
年

に
な
く
雪
が
少
な
か
っ
た
。

青
森
県
の
友
人
が
、
例
年
よ

り
も
２
週
間
早
く
地
面
が
顔

を
出
し
た
と
言
っ
て
い
た
。

稚
内
市
も
十
勝
並
に
雪
が
少

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
広

い
北
海
道
で
は
、
平
年
並
み

と
い
う
所
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

平
均
で
見
れ
ば
積
雪
量
は
少

な
く
、
気
温
も
マ
イ
ナ
ス

２0
℃
以
下
の
日
も
少
な
く
、

比
較
的
暖
か
い
日
が
多
い
冬

だ
っ
た
。

　

さ
て
、
私
達
の
任
期
も
残

り
僅
か
に
な
り
ま
し
た
。
議

員
と
し
て
力
不
足
の
こ
と
も

多
く
、
住
民
の
皆
様
か
ら
の

ご
指
摘
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
な
ん
と
か
任
期
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
編
集
委
員
長　
西
澤　
裕
之

副
委
員
長　
鷲
見　
　
悟

委　
　
員　
高
橋　
秀
之

　
　
　
　
　
吉
原　
哲
男

　

農
協
青
年
部
、
商
工
会
青

年
部
と
意
見
交
換
会
を
開
催

し
た
。
議
場
や
委
員
会
室
を

見
学
し
た
後
、
議
会
改
革
や

町
政
に
つ
い
て
質
問
、
意
見

が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
議
論

が
出
来
た
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
し

て
行
き
た
い
。

情
報
推
進

常
任
委
員
会

10
月
27
日

議 会 の 動 き
12月3日▶第４回議会運営委員会
12月3日▶第６回まちづくり常任委員会
12月3日▶第４回情報推進常任委員会
12月3日▶第８回全員協議会
12月11日▶第６回定例会
1月21日～22日▶宗谷町村議会議長会定期総会（議長・稚

内市）
2月25日～26日▶北海道町村議長会創立70周年パーティ

（議長・札幌市）
2月28日▶第１回議会運営委員会
2月28日▶第１回まちづくり常任委員会
2月28日▶第１回情報推進常任委員会
2月28日▶第１回全員協議会
3月11日▶第１回定例会　１日目
3月11日▶第１回定例会　２日目
3月11日▶第２回まちづくり常任委員会
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平  成  31  年  度

　平成31年度幌延町各会計の予算総額は、約6２億3,000万円です。今後の中長期的な歳出見込みを勘案すると、
上下水道や道路橋梁、高層公営住宅、学校など町有施設の補修や長寿命化対策などに多額の費用を要することが
見込まれることから、町財政の健全化に配慮しながら、「しごとづくり」、「人づくり」、「まちづくり」を推進
すべく編成を行いました。
　特に、幌延町まち・ひと・しごと創生総合戦略事業については、人口減少対策を推進するため、約１億8,000
万円の予算を計上しています。また、近年の異常気象の多発や昨年のブラックアウトの経験により、地域防災力
の向上と情報伝達力の強化が急務と判断し、財源の重点配分を行いました。
　投資的経費は、「総合計画」や「総合戦略」等に沿って事業を絞り込み、産業の振興とくらしの安全安心、子
育て・教育環境の充実に重きを置くとともに、社会資本の長寿命化にも配慮し予算編成を行いました。
　幌延町まち・ひと・しごと創生総合戦略事業では、基幹産業である酪農業の振興のため、生産施設および機械
設備の整備に対する補助を行い、施設の規模拡大による生産基盤の強化と近代化施設の整備による労働負担の軽
減を図ります。また、出産祝金及び養育手当支給事業の実施により子育て支援の充実を図るとともに、外国語指
導助手や学習支援員を配置し、幼・小・中外国語教育の連携を進め、外国語教育活動の推進と教育環境の整備を
図ります。
　平成30年度の予算総額と比較すると､ 約３億6,400万円減額していますが､ その主な要因は､ 幌延西部地区草
地畜産基盤整備事業や医療技術職員住宅整備事業などの大型事業が完了したことによるものです｡ 平成31年度は、
ＩＰ告知システムの更改や､ 問寒別除雪センターの車庫棟を新築､ 旧産業共進会場の管理棟を東ケ丘スキー場の
管理棟として活用するための大規模改修などを実施します｡
　なお、詳細については、「わが町の家計」の発行を予定していますので、今回は概要のみ掲載します。

■平成31年度　幌延町各会計予算� （単位：千円）
会　　計　　名 区　　分 予　　算　　額 区　　分 予　　算　　額

一 般 会 計 歳　　　入 5,015,000 歳　　　出 5,015,000
特 別 会 計 歳　　　入 1,215,050 歳　　　出 1,215,050

国 民 健 康 保 険 歳　　　入 308,285 歳　　　出 308,285
国 民 健 康 保 険 診 療 所 歳　　　入 323,488 歳　　　出 323,488
後 期 高 齢 者 医 療 歳　　　入 52,493 歳　　　出 52,493
介 護 保 険 歳　　　入 255,521 歳　　　出 255,521
簡 易 水 道 事 業 歳　　　入 50,608 歳　　　出 50,608
下 水 道 事 業 歳　　　入 224,655 歳　　　出 224,655

合　　　　　計 歳　　　入 6,230,050 歳　　　出 6,230,050

まちの予算
予算
総額

一般
会計

62億3,005万0千円

50億1,500万0千円

町債
827,800千円

16.5%

町税
609,197千円

12.1%

繰入金
380,030千円

7.6%

道支出金
214,333千円 4.3%

使用料及び手数料
179,215千円　3.6%

諸収入 74,361千円　1.5%

地方交付税
2,160,000千円

43.1%

その他　79,224千円　1.6%

公債費
1,061,583千円

21.2%

総務費
849,417千円

16.9%

衛生費
300,651千円　6.0%

商工費　156,427千円　3.1%

一般会計
歳　入

一般会計
歳　出

地方譲与税
80,100千円　1.6%

国庫支出金
285,538千円 5.7%

土木費
755,281千円

15.1%

民生費
706,348千円

14.1%

農林水産業費
508,846千円

10.1%

教育費
415,524千円

8.3%

その他
204,426千円　4.1%

消防費　181,699千円　3.6%

平成31年度　まちの予算　①
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今年度の主な事業 一般会計および特別会計

町議会議員視察研修事業･･････････････････････････････324
OA機器等更新事業 ･･･････････････････････････････ 58,757
産業･地域振興センター運営事業････････････････････ 16,475
IP告知システム更改事業 ･･････････････････････････ 178,288
移住定住促進事業（民営賃貸住宅の建設費補助等）････ 21,000
街路灯LED化事業 ･･････････････････････････････････ 6,016
移動科学館開催事業（おもしろ科学館屋外イベント）･･･ 3,163
エネルギー関連情報収集事業
　（エネルギー関連施設見学会等）･･････････････････ 10,412
深地層の研究等広報事業（工作実験教室開催等）･･･････ 2,289
幌延地圏環境研究所支援事業････････････････････････ 3,232
ふるさと応援推進事業
　（ふるさと納税管理システム導入経費等）･･･････････ 8,384
地域コミュニティ形成事業･･････････････････････････ 2,647
駅維持管理経費（3駅）･････････････････････････････ 1,795
生活交通路線等維持費補助金････････････････････････ 7,646
まちづくり事業（まちづくり事業補助金）･････････････ 4,000
協働のまちづくり活動支援事業
　（協働のまちづくり活動支援事業補助金）･･･････････ 2,000
第6次幌延町総合計画策定事業･･････････････････････ 6,050
幌延町まち･ひと･しごと創生事業
　（バイオマスプラント基本仕様作成業務､ ワイン樽及びワイン試験製造業務等） ････ 6,809
地域おこし協力隊運営事業･････････････････････････ 15,224
参議院議員選挙費･･････････････････････････････････ 3,031
知事･道議会議員選挙費･････････････････････････････ 1,657
町議会議員選挙費･･････････････････････････････････ 3,566
北星園民営化支援事業･･････････････････････････････ 2,361
市民後見人制度推進事業････････････････････････････ 5,523
新婚生活応援事業･･････････････････････････････････ 2,400
婚活支援事業･･････････････････････････････････････ 1,000
冬の生活応援事業･･････････････････････････････････ 1,800
長寿祝い金支給事業･･････････････････････････････････840
高齢者生活支援事業（除雪･給食サービス）････････････ 5,568
ホームヘルプサービス支援事業補助金･･･････････････ 11,939
こざくら荘支援事業
　（運営費､ 送迎用車両購入費補助等）･･････････････ 39,231
こざくら荘ボイラー設備改修支援事業
　（ペレットボイラー導入支援）････････････････････ 10,988
介護保険給付外交通費助成事業････････････････････････173
障害者介護給付･訓練等給付費･･････････････････････ 53,108
重度心身障害者医療給付費･･････････････････････････ 5,130
放課後児童クラブ運営事業･･････････････････････････ 5,800
出産祝金及び養育手当支給事業･･････････････････････ 6,748
子ども･子育て支援事業計画策定事業･････････････････ 2,090
ひとり親家庭･子ども医療給付等事業･････････････････ 7,782
子育て支援センター運営費･･････････････････････････ 3,268
公衆浴場管理費･･･････････････････････････････････ 18,868
幌延町医療職員養成修学資金貸付事業････････････････ 4,800
予防事業（各種予防接種経費等）･････････････････････ 9,241
母子保健事業
　（妊婦健診､ 不妊治療費等及び新生児聴覚検査助成）･ 4,484
保健推進事業
　（各種検診･いきいきブルピーポイント事業･禁煙外来治療費助成等） ･ 6,720
健康増進計画策定事業･･････････････････････････････ 3,422
幌延町酪農･肉用牛増産近代化施設整備事業･･････････ 15,000
中山間地域等直接支払事業･････････････････････････ 72,384
幌延町農業振興地域整備計画策定事業････････････････ 4,257
酪農支援対策事業（コントラクター事業補助）･････････ 8,718
多面的機能支払事業････････････････････････････････ 7,993
幌延町生乳生産拡大事業（初妊牛購入費補助）････････ 10,000
幌延町新規就農者支援事業･･････････････････････････ 3,538
農業次世代人材投資事業････････････････････････････ 1,500
町営牧場管理費･･･････････････････････････････････ 62,428
幌延町酪農ヘルパー利用組合補助事業････････････････ 6,800
乳牛検定組合補助事業･･････････････････････････････ 2,500
生乳成分検査事業･･････････････････････････････････ 1,176
幌延町家畜伝染病救済対策事業･･････････････････････ 1,300

まちの予算
一般会計 農業施設補修事業･･････････････････････････････････ 2,000

問寒別地区農業用水道施設改修事業･････････････････ 18,000
問寒別地区道営畑地帯総合整備事業･････････････････ 71,007
上幌延開進地区道営畑地帯総合整備事業･････････････ 50,387
農業用水道施設改修事業････････････････････････････ 2,021
下沼地区飲雑用水施設改修事業･････････････････････ 13,163
林業振興管理費（有害鳥獣駆除経費）････････････････ 14,276
森林整備促進事業（地域林政アドバイザー活動経費等）･ 3,578
未来につなぐ森づくり推進事業･･････････････････････ 7,829
町有林整備事業･･･････････････････････････････････ 17,009
幌延町商工会育成事業･････････････････････････････ 10,664
幌延町商工会地域振興事業
　（プレミアム商品券発行事業補助）･････････････････ 5,500
幌延町中小企業融資事業･･･････････････････････････ 30,000
幌延町商工業等振興促進事業･･･････････････････････ 30,000
幌延町商工業経営力向上促進事業･･･････････････････ 15,000
幌延町商工業人材育成支援事業････････････････････････600
幌延町商工業雇用促進事業･･････････････････････････ 1,800
トナカイ観光牧場管理委託事業･････････････････････ 16,241
ほろのべ名林公園まつり事業････････････････････････ 6,065
トナカイホワイトフェスタ事業････････････････････････800
トナカイ観光牧場外構補修事業･･････････････････････ 3,355
スノーカイト大会誘致事業････････････････････････････100
幌延町･豊富町広域観光促進事業･････････････････････ 1,000
食ブランド創出･まちの拠点計画調査事業･････････････ 4,950
道路維持管理経費･････････････････････････････････ 65,417
除雪関連経費････････････････････････････････････ 140,141
町道舗装補修事業･･････････････････････････････････ 6,048
建設機械整備事業（除雪トラック購入）･･････････････ 52,910
問寒別除雪センター整備事業（車庫棟新築）･･････････ 41,896
町道幌延下沼線道路改良事業･･･････････････････････ 85,435
町道幌延3号線道路改良事業･･･････････････････････ 16,495
橋梁点検事業･････････････････････････････････････ 20,108
橋梁長寿命化計画策定事業･･････････････････････････ 7,623
橋梁長寿命化改修事業･････････････････････････････ 73,954
公営住宅管理費
　（入居替等による修繕､ 特公賃住宅家賃補助）･･････ 13,844
公営住宅長寿命化改修事業（こざくら団地1号棟）････ 19,980
北留萌消防組合負担金（小型動力ポンプ付水槽車購入等） ･ 174,461
防災対策事業（防災用備蓄品･資機材購入等）･･････････ 6,062
情報教育研究推進事業（遠隔授業等）･････････････････ 3,152
特別支援教育支援員配置事業････････････････････････ 2,642
外国語教育推進事業････････････････････････････････ 7,443
児童生徒学力向上支援事業（漢字･英語検定料補助）･･････360
幌延小学校外構補修事業････････････････････････････ 1,944
問寒別小中学校改修事業･･･････････････････････････ 18,576
小学校情報通信機器等整備事業（タブレット等購入）･･･ 3,241
中学校情報通信機器等整備事業（パソコン等購入）･･･････401
幌延町生涯学習センター補修事業････････････････････ 1,937
図書管理システム更改事業･･････････････････････････ 1,837
成人教育振興管理費（舞台芸術鑑賞事業開催経費）･････ 1,382
総合スポーツ公園改修事業･････････････････････････ 10,692
東ケ丘スキー場整備事業･･･････････････････････････ 37,256
地区体育館解体事業････････････････････････････････ 7,668
給食センター管理費（給食用牛乳･地元食材等購入費補助） ･ 1,800
林道災害復旧事業･････････････････････････････････ 13,472
（平成30年度から平成31年度への繰越事業）
問寒別地区道営畑地帯総合整備事業･････････････････ 44,000
上幌延開進地区道営畑地帯総合整備事業･････････････ 30,250

国保診療所特別会計　　医療機器等整備事業･･････････ 1,113

下水道事業特別会計　　非常用発電機整備事業････････ 3,528
　　　　　　　　　　　汚水桝設置工事･･････････････ 1,924
　　　　　　　　　　　下水道施設改修事業･････････ 56,702
　　　　　　　　　　　個別排水処理施設整備事業･･･ 10,143

特別会計

（単位：千円）

平成31年度　まちの予算　②
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補
正
の
内
容
は
、
歳
入
が
繰

越
金
２
千
７
７
４
万
５
千
円
増

な
ど
、
歳
出
が
国
民
健
康
保
険

財
政
調
整
基
金
積
立
金
２
千
５

９
９
万
円
増
な
ど
で
す
。

▽
議
案
第
５
号

　
平
成
30
年
度
幌
延
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
補
正
の
内
容
は
、
歳
入
が
繰

入
金
３
８
５
万
１
千
円
減
な
ど
、

歳
出
が
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
納
付
金
３
７
７
万
５
千
円

減
な
ど
で
す
。

▽
議
案
第
６
号

　
平
成
30
年
度
幌
延
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　
補
正
の
内
容
は
、
保
険
事
業

勘
定
の
歳
入
が
繰
入
金
３
万
５

千
円
減
、
歳
出
が
総
合
行
政
シ

ス
テ
ム
機
器
更
改
業
務
委
託
料

３
万
５
千
円
減
で
す
。

▽
議
案
第
７
号

　
平
成
30
年
度
幌
延
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
補
正
の
内
容
は
、
歳
入
が
使

用
料
及
び
手
数
料
81
万
８
千
円

増
、
歳
出
が
建
設
改
良
基
金
積

立
金
91
万
６
千
円
増
な
ど
で
す
。

▽
議
案
第
８
号

　
平
成
30
年
度
幌
延
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　
補
正
の
内
容
は
、
歳
入
が
繰

入
金
１
千
６
万
７
千
円
減
、
町

債
１
千
60
万
円
減
な
ど
、
歳
出

が
下
水
道
施
設
改
修
事
業
１
千

８
６
６
万
８
千
円
減
、
個
別
排

水
施
設
整
備
費
８
０
６
万
１
千

円
減
な
ど
で
す
。

平成30年度　補正予算額（3月定例会）� （単位：千円）
会　　計　　名 補　正　前 補　正　額 補　正　後

一 般 会 計 5,356,131 ▲19,682 5,336,449
診 療 所 特 別 会 計 418,290 ▲6,060 412,230
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 295,750 27,795 323,545
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 57,896 ▲3,806 54,090
介 護 保 険 特 別 会 計 277,899 ▲35 277,864
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 51,409 818 52,227
下 水 道 事 業 特 別 会 計 190,662 ▲27,978 162,684
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▽
議
案
第
９
号

　
幌
延
町
地
区
体
育
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
中
問
寒
地
区
体
育
館
の
解
体

に
伴
い
、
条
例
か
ら
中
問
寒
地

区
体
育
館
を
削
除
す
る
改
正
で

す
。

▽
議
案
第
10
号

　
幌
延
町
産
業
共
進
会
場
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
共
進
会
場
管
理
棟
を
東
ヶ
丘

ス
キ
ー
場
の
管
理
棟
に
改
修
す

る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
か
ら
共

進
会
場
管
理
棟
を
削
除
す
る
改

正
で
す
。

▽
議
案
第
11
号

　
幌
延
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時

間
に
お
け
る
勤
務
に
関
し
、
必

要
な
事
項
を
規
則
へ
委
任
す
る

条
文
の
追
加
な
ど
の
改
正
で
す
。

▽
議
案
第
12
号

　
幌
延
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
の

軽
減
強
化
を
す
る
た
め
の
改
正

で
す
。

▽
議
案
第
13
号

　
幌
延
町
水
道
布
設
工
事
監
督

者
の
配
置
基
準
及
び
資
格
基
準

並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資

格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
水
道
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
う
、
水
道
布
設
工
事
監
督

者
お
よ
び
水
道
技
術
管
理
者
の

資
格
要
件
の
改
正
で
す
。

▽
議
案
第
14
号

　
幌
延
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
条
例
の
基
準
と
な
る
厚
生
労

働
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
、

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要

件
の
改
正
で
す
。

▽
議
案
第
15
号
～
第
21
号

　
平
成
31
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
予
算

　
平
成
31
年
度
幌
延
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
平
成
31
年
度
幌
延
町
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
予
算

　
平
成
31
年
度
幌
延
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
平
成
31
年
度
幌
延
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

　
平
成
31
年
度
幌
延
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算

　
平
成
31
年
度
幌
延
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
６
ペ
ー

ジ
か
ら
の
「
平
成
31
年
度 

ま

ち
の
予
算
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。

一 

般 

質 

問

鷲
見　
悟�
議
員

○
過
疎
化
防
止
策
に
つ
い
て

無
量
谷　
隆　
議
員

○
既
存
の
農
家
移
転
等
に
対
す

る
助
成
制
度
に
つ
い
て

○
ジ
ビ
エ
及
び
家
畜
の
食
肉
処

理
加
工
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

行 

政 

報 

告

・
西
天
北
五
町
衛
生
施
設
組
合

に
お
け
る
ご
み
処
理
手
数
料
等

の
改
定
に
つ
い
て

教
育
行
政
報
告

・
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の

概
要
に
つ
い
て

改元に伴う文書の取り扱いについて
　町から発送する文書については、従来から原則として元号を使用し
ています。
　新天皇陛下の御即位に伴い、「元号を改める政令」の施行により、
５月１日から新元号となる予定です。
　５月１日以降に町から発送する文書については、原則として新元号
を使用することとします。
　ただし、５月１日前に町から発送した文書で、納入通知書の納期限、
計画書の計画期間等、将来の年度および日付（以下「日付等」という。）
を表記する場合のように、「平成」で表記しているものもあります。
　平成で表記した日付等について、法律上の効果は何ら変わることは
ありませんので、新元号の応当日に読み替えていただきますよう、ご
理解とご協力をお願いいたします。

お問い合わせ先：総務財政課�総務グループ　電話：５-1111　告知端末機：５-8811
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統
一
地
方
選
挙
の
投
票
日

統
一
地
方
選
挙
の
投
票
日

北
海
道
知
事

北
海
道
議
会
議
員

幌
延
町
議
会
議
員

４
月
７
日
㈰

４
月
21
日
㈰

　
今
年
は
４
年
に
１
度
の
統
一

地
方
選
挙
の
年
で
す
。

　
選
挙
の
中
で
も
、
特
に
身
近

な
北
海
道
知
事
や
北
海
道
議
会

議
員
、
そ
し
て
幌
延
町
の
議
会

議
員
を
決
め
る
こ
の
選
挙
は
、

私
た
ち
主
権
者
の
意
志
を
、
道

政
や
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
大
事
な
選
挙
で
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
誰

か
ら
も
強
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

強
い
自
覚
を
持
っ
て
、
清
潔
で

公
正
な
明
る
い
選
挙
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
る
人

　
今
回
の
選
挙
で
選
挙
権
を
有

す
る
に
は
、
日
本
国
民
で
あ
る

こ
と
の
他
に
、
次
の
条
件
を
満

た
し
て
幌
延
町
の
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

 

知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙

■
平
成
13
年
４
月
８
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
。

■
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
幌
延

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
、
実
際
に
幌
延
町
に
居

住
し
て
い
る
方
。

（
平
成
30
年
12
月
28
日
以
前
に

転
入
届
を
提
出
し
て
住
民
票
が

作
成
さ
れ
た
方
。）

★
幌
延
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、

転
出
に
よ
り
北
海
道
内
の
他

の
市
町
村
に
移
転
し
て
引
き

続
き
居
住
し
て
い
る
が
、
移

転
か
ら
３
カ
月
を
経
過
し
て

い
な
い
た
め
に
居
住
す
る
市

町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
移
転

先
の
市
町
村
で
交
付
さ
れ
る

証
明
書
を
提
示
い
た
だ
く
か
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
で
確
認
を
受
け

る
こ
と
で
、
幌
延
町
に
お
い

て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

幌
延
町
議
会
議
員
選
挙

■
平
成
13
年
４
月
22
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
。

■
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
幌
延

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
、
実
際
に
幌
延
町
に
居

住
し
て
い
る
方
。（
平
成
31

年
１
月
15
日
以
前
に
転
入
届

を
提
出
し
て
住
民
票
が
作
成

さ
れ
た
方
。）

期
日
前
投
票
制
度
お
よ
び
不
在

者
投
票
制
度

　
投
票
日
に
お
仕
事
や
旅
行
、

病
気
な
ど
で
投
票
所
に
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
制
度
ま
た
は
不
在
者
投
票

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
制
度

　
投
票
日
前
で
も
投
票
日
と
同

じ
よ
う
に
投
票
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
（
投
票
用
紙
を
直
接
投

票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
）
制
度
で
す
。
町
内
２
カ
所

で
実
施
し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
投
票
所
で
投
票
で
き
る
期
間

や
時
間
が
違
い
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
期
日
前
投
票
を
行
う

に
は
、
期
日
前
投
票
を
行
う
日

に
お
い
て
満
18
歳
以
上
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

幌
延
町
役
場
期
日
前
投
票
所

■
場　
所

　
幌
延
町
役
場

■
期　
間

①
知
事
／
３
月
22
日
（
金
）

　
　
　
～
４
月
６
日
（
土
）

②
道
議
／
３
月
30
日
（
土
）

　
　
　
～
４
月
６
日
（
土
）

③
町
議
／
４
月
17
日
（
水
）

　
　
　
～
４
月
20
日
（
土
）

■
時　
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

問
寒
別
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

期
日
前
投
票
所

■
場　
所

　
問
寒
別
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
期　
間

①
知
事
／
４
月
４
日
（
木
）

　
　
　
～
４
月
６
日
（
土
）

②
道
議
／
４
月
４
日
（
木
）

　
　
　
～
４
月
６
日
（
土
）

③
町
議
／
４
月
18
日
（
木
）

　
　
　
～
４
月
20
日
（
土
）

■
時　
間

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
不
在
者
投
票
制
度

　
お
仕
事
の
都
合
や
病
気
の
場

合
に
、
幌
延
町
以
外
の
市
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
や
病
院
な
ど

に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

■
場　
所

　
幌
延
町
以
外
の
市
町
村
選
挙

管
理
委
員
会
ま
た
は
不
在
者
投

票
施
設
と
し
て
登
録
さ
れ
た
病

院
等

※
遠
隔
地
に
お
け
る
不
在
者
投

票
の
手
続
き
は
郵
送
で
行
う

こ
と
と
な
る
の
で
、
投
票
用

紙
の
請
求
な
ど
、
速
や
か
に

手
続
を
し
な
い
と
投
票
日
に

間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
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ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
投
票
は
無
効
と
な

り
ま
す
！

　
次
の
よ
う
な
投
票
は
無
効
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
投
票
用
紙
以
外
の
紙
（
入
場

券
、
メ
モ
用
紙
、
名
刺
な
ど
）

に
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投

票
し
た
も
の
。

▼
２
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名

を
書
い
た
も
の
。

▼
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
に
他

事
を
記
載
し
た
も
の
。

▼
候
補
者
の
氏
名
を
自
書
し
て

い
な
い
も
の
。（
ゴ
ム
印
を
使

用
し
た
も
の
な
ど
）

　
選
挙
事
務
に
関
す
る
詳
細
に

つ
い
て
は
、
幌
延
町
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

投票区 投　　票　　所 投票時間

第１ 問寒別生涯学習センター
午前７時

～午後５時 

第２ 幌 延 町 総 合 体 育 館
午前７時

～午後７時 

第３ 下 沼 寿 の 家
午前８時

～午後４時 

開票区 開　　票　　所 開票時間

幌延町 幌 延 町 総 合 体 育 館 午後８時～

お問い合わせ先：選挙管理委員会（総務財政課内）　電話：５-1111　告知端末機：５-8811

　幌延町の国民健康保険税は、平成30年度に、北海道に納める納付金から500万円を差し引いた額を
集められるように算定を行い、税率を改正しました。平成31年度の税率は、今後の医療給付費の増加
等に備え、現行税率から改正しない予定です。

医療分 支援分 介護分 合　計
平成31年度
予定税率

（現行税率）

所得割 4.60％ ２.40％ 1.30％ 8.30％
均等割 ２4,000円 8,000円 9,000円 41,000円
平等割 ２0,000円 6,000円 ７,000円 33,000円

〇 国民健康保険税の税率について
平成 31 年度の国民健康保険税について

　平成31年度の課税限度額および均等割・平等割の２割・５割軽減に係る軽減判定基準額を下表のと
おり変更を予定しています。
●軽減判定基準額
７割軽減 33万円（変更なし）
５割軽減 33万円+(２７万５千円×世帯の被保険者数)→33万円+(２8万円×世帯の被保険者数)
２割軽減 33万円+(50万円×世帯の被保険者数)→33万円+(51万円×世帯の被保険者数)

●課税限度額
医療分限度額 58万円　→　61万円

後期支援分限度額 19万円（変更なし）
介護分限度額 16万円（変更なし）
限度額合計 93万円　→　96万円

〇 課税限度額と軽減判定基準額の見直しについて

お問い合わせ先：住民生活課�税務保険グループ　電話：５-1115　告知端末機：５-8812
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▲受賞作品

幌延町文化奨励賞（１名）と
幌延町スポーツ奨励賞（１名・１団体）を表彰しました

～幌延町表彰条例に基づく表彰について～

幌延町文化奨励賞
【受賞者】遠藤　康真さん
【成　績】平成30年度 牛やミルクのある

風景絵画コンクール
北海道知事賞

幌延町スポーツ奨励賞
【受賞者】門田　昊弥さん
【成　績】第16回 今泉杯 西日本友好学童軟式野球大会

準優勝　（北海道選抜チーム）
※2回戦、準決勝、決勝に投手として登板

お問い合わせ先：総務財政課 総務グループ　電話：５－1111　告知端末機：５－8811

　平成12年から幌延町交通安全指導員として18年
を超える長きにわたり、交通安全運動期間中の街頭
指導や各種イベント等において交通安全指導に尽力
され、町民の交通安全意識の高揚に多大な貢献をさ
れました。この功績が認められ北海道善行賞を受賞
されました。

成田 鐵隆さんが
北海道善行賞を受賞

　幌延町文化奨励賞および幌延町スポーツ奨励賞は、全道的な審査会や大会等で、優勝または極めて優秀な
成績を収めた個人または団体（児童・生徒）に対して、その功績をたたえ表彰するものです。

【受賞者】幌延バレーボール少年団
幌延ジーライズ

【成　績】はまなす国体記念
第29回ふかがわカップ
全道小学生バレーボール優勝大会
第3位

【氏　名】清水　健州さん　　宮本　徒夢さん
島田　力輝さん　　宮本　都亜さん
清水　隆臣さん　　河田琥太郎さん※清水 隆臣さんは都合により欠席
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　歯周病は、歯を失う原因の第１位です。国民病ともいわれ、糖尿病や動脈硬化等の生活習慣病に
関係があり、心筋梗塞や脳梗塞への危険を高めることが分かっています。いつまでも好きな物をお
いしく食べられるように、歯と口腔のチェックを行いましょう。

■日　　程：平成31年５月７日（火）～平成3２年３月２７日（金）
■場　　所：町立歯科診療所
■対　　象：☆今年度　満30 ／ 35 ／ 40 ／ 45 ／ 50 ／ 55 ／ 60 ／ 65 ／ ７0歳の方
　　　　　　☆妊婦の方
■料　　金：無料（4,931円を町から助成します。）　
■そ の 他：検診予約の方法等は、４月中旬頃に送付する「歯周病検診案内」を

ご確認ください。いきいきブルピーポイントの対象事業です。

無料歯周病検診のお知らせ

お問い合わせ先：保健センター　電話・告知端末機：５-1790

健（検）診種別 健（検）診日程 対象者
（年度年齢） 検査内容 会場 申込先

厚生連巡回ドック 平成31年
５月２1日㈫～ ２3日㈭

30歳以上の
農協組合員

身体測定・
血液検査等

保
健
セ
ン
タ
ー
・

問
寒
別
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

Ｊ
Ａ

脳ドック 平成31年
６月２4日㈪～ ２6日㈬ ２0 ～ ７4歳 脳MRI検査

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

特定健診・30代健診

平成31年
７月11日㈭・1２日㈮

30歳以上の
国保加入者

身体測定・
血液検査等

後期高齢者健診 後期高齢者 同上
胃がん検診

30歳以上
胃バリウム検査

肺がん検診 胸部レントゲン
大腸がん検診 便潜血検査
前立腺がん検診 30歳以上の男性 血液検査
エキノコックス症検診 小学校３年生以上 血液検査
骨粗しょう症検診 平成31年

６月３日㈪
　　　～ 10月31日㈭

40 ～ ７0歳の５歳
刻みの女性 踵骨超音波測定 国

保
診
療
所

ピロリ菌検診 ２0 ～ ７4歳 血液検査

特定健診・30代健診
平成31年
10月３日㈭・
10日㈭・1７日㈭

30歳以上の国保
加入者

身体測定・
血液検査等

子宮がん検診 平成31年11月1２日㈫ ２0歳以上の女性 細胞診・エコー 保
健
セ
ン
タ
ー

乳がん検診 30歳以上の女性 マンモグラフィ
大腸がん単独検診 平成31年

11月18日㈪・19日㈫ 30歳以上 便潜血検査

歯周病検診 年度内に個別で予約の
上受診

30・35・40・45・
50・55・60・65・
７0歳および妊婦

歯周病チェック
町
立
歯
科

診
療
所

町
立
歯
科

診
療
所

★ピロリ菌検診は、年度年齢２0歳から受けられるようになりました！
★各種健（検）診は、いきいきブルピーポイント事業の対象事業です。今年度重点事業の大腸がん検診は、ポイント
５倍です！

平成３1年度 各種健（検）診日程のお知らせ

お問い合わせ先：保健センター　電話・告知端末機：５-1790

　申込受付等の詳細は、順次告知端末機等でお知らせします。
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まちづくり各種補助制度
幌延町協働のまちづくり活動支援事業補助制度

　協働のまちづくりを推進するため、町民が行う公益的・公共的な活動に対して、補助金を交付します。
○補助対象者
・町内在住または町内で勤務する 20歳以上の者で組織された団体（3名以上）であること
・営利を目的としないこと
・町税等に滞納のないこと　等

○補助対象事業
・町民が自由に参加できるもの、公共サービスを享受できる事業
・町内で行う公益性・公共性のある事業

○補助金の額
補助対象経費 補助率 加算額
30万円未満 10/10 ―

30万円以上 50万円未満 7/10 ９万円
50万円以上 100万円 6/10 14 万円

※参加者負担金等、その他収入は補助対象経費から控除する。
○申請期間
　申請事業を実施する年度の４月１日から１月 31日まで
◆補助金交付実績
　ほろのべ雪ん子まつり、プロバレーボールチーム（ヴォレアス北海道）合宿事業、野外配電盤補修事業、
チャリ・デ・秘境駅開催事業

幌延町まちづくり事業補助制度
　個性的で活力あるふるさとの創生を図るため、まちづくりに資する事業に対して補助金を交付します。
○補助対象者
　個人、団体、中小企業者等で幌延町に住所を有する者（予定者も含む）
○補助対象事業

事業 補助対象者 事業内容 補助限度額

産業・経済福祉振興
事業 中小企業等

町の産業の活性化、地域福祉の向上に資
する取り組みで、新規性を有する事業
ア．調査・研究事業
イ．施設・設備事業

ア．150万円
イ．融資償還元金 2/3
以内で年 200万円（総
額 1,000 万円）

地域活動事業 団体および個人 歴史、芸術およびスポーツ等の振興事業 150万円
生活環境整備事業 団体および個人 環境、景観づくりに資する事業 150万円

人材養成事業 団体および個人 リーダー養成、研修会の開催による交流
事業等 20万円～ 40万円

イベント等創造事業 団体 魅力あるイベントや祭等創造事業 150万円
町内会館整備事業 町内会 町内会館の整備事業 800万円
○補助金の額
　補助対象経費の３分の２以内
○申請期間
　申請事業を実施する年度の 4月 1日から 11月 30日まで
◆補助金交付実績
　JICA ボランティア帰国報告会（人材養成事業）、トナカイ調剤薬局整備事業（産業・経済・福祉振興
事業）、パン・菓子工房開設事業（産業・経済・福祉振興事業）、町内会館整備事業（町内会館整備事業）、
幌延よさこい祭開催事業（イベント等創造事業）、農家看板制作事業（生活環境整備事業）、海外農業視
察研修事業（人材養成事業）

申請・お問い合わせ先：産業振興課�企画振興グループ　電話：５-1113　告知端末機：５-8814
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　定住人口の増加を図るため、持家住宅の新築、改修および取得に対する費用について補助します。
○対象要件等

・町内に住所を有する方または居住しようとする方（個人）
・公租公課の滞納がないこと
・建設等に要する費用（税抜き）が 100 万円以上であること（改修工事は 50 万円以上）
・必要な資格等を有する者が施工する住宅であること　等

○補助金額
　建設等に要する費用（税抜き）の 20％以内
　　補助限度額　　新築：300 万円　　改修：150 万円　　取得：100 万円
　※町内に本店または支店のない建設業者が施工する場合
　　補助限度額　　新築：240 万円　　改修：120 万円

　民間活力による良質な賃貸住宅の確保と住環境の整備を図るため、民営賃貸住宅の建設工事費を助成
します。
○対象要件等

・賃貸住宅を新築する方（個人または法人）
　※町内に居住または町内に本店もしくは支店の住所がある場合に限る
・公租公課に滞納がないこと
・新築する賃貸住宅が１棟当たり２戸以上の長屋または共同住宅であること
・毎月家賃が、建設工事費を建設戸数で除した額の 1,000 分の 5.5 を超えないこと　等

○助成金額
　（1）町内業者が施工する場合

建設工事費（税抜き）の 30％以内
１戸当たりの限度額　　１ＬＤＫ（床面積 40㎡以上）200 万円
　　　　　　　　　　　２ＬＤＫ（床面積 50㎡以上）300 万円

　（2）町外業者が施工する場合
建設工事費（税抜き）の 20％以内
１戸当たりの限度額　　１ＬＤＫ（床面積 40㎡以上）130 万円
　　　　　　　　　　　２ＬＤＫ（床面積 50㎡以上）200 万円

幌延町移住・定住促進 各種事業

申請・お問い合わせ先：産業振興課�企画振興グループ　電話：５-1113　告知端末機：５-8814

平成 31年度まで！

幌延町定住促進持家住宅建設等奨励事業

幌延町民営賃貸住宅建設促進助成事業

◆工事着手または取得前 の申請が必要となります！！

利用を検討される方は、事前に産業振興課 企画振興グループまでご相談ください。
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購入額 補助率
3万円

2万円

1万円

2万円超
の部分 10,000円 ◆補助金額

2万円
以下の
部分

20,000円

1/2 5,000円

2/3 13,333円
18,000円

※千円未満切り捨て
※２万円限度

◆購入費用３万円のチャイルドシート補助金額計算例

　幌延町安全で安心なまちづくり推進協議会は、住民がしっかりとした防犯意識を持ち、犯罪の起こりにく
いまちづくりを進め、安全で安心な暮らしを続けられるような地域を目指して、次のような取り組みを実施
していますので、皆さまのご協力をお願いします。
●「わんわんパトロール隊員」
　愛犬と散歩しながら、不審者や不審車両を見つけた場合に１１０番通報していただ
く「わんわんパトロール隊員」を募集しています。
　日常どおりの散歩の際、愛犬に「わんわんパトロールバンダナ（わんダナ）」を着
用いただき、飼い主が「わんわんパトロール袋」を持って、防犯活動を「見える化」し、
防犯意識の向上や犯罪者を寄せ付けない環境づくりを目指すものです。
　普段、何気なく散歩をしているコースでも、意識して目を向けると普段と違っている
ことに気付くことがあります。何かお気付きのことがあれば、すぐにお知らせください。

お申し込み・お問い合わせ先：住民生活課 生活環境グループ　電話：５-1115（内線153・154）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 告知端末機：５-8812

「わんわんパトロール隊員」・「子ども110番の家」募集中！

●「子ども１１０番の家」
　子どもたちが安全に暮らし、安心して遊べるような地域社会づくりを進めるた
め、子どもが助けを求め緊急避難する「子ども110番の家」を募集しています。
　子どもが駆け込むなどの緊急時に保護し、必要に応じた通報や連絡を行います。
また、急なケガや病気で助けを求めてきた場合は、緊急手当や救急車の手配など
にご協力いただきます。

バンダナ
わんわんパトロール

袋

　幌延町交通安全推進協議会では、個人でチャイルドシートを購入した方に対して、費用の一部を補助します。
また、チャイルドシートを無料で貸し出します。
●購入補助（乳幼児一人につき1台分）
○補 助 対 象 者…幌延町に住所を有する乳幼児の保護者です。

※出産祝金支給対象の乳幼児は除きます。また、チャイルドシートを借りた後に購入
補助を受ける場合は、チャイルドシートを返却していただきます。

○補 助 金 額…チャイルドシート購入費用（税込）のうち、2万円以下の部分の3分の2の額と２万円超
の部分の２分の１の額の合算額で、その合算額が２万円を超える場合は２万円とします。

○補助金交付方法…幌延町商工会が発行する商品券により交付します。
○申請に必要なもの…①印鑑、②領収書（購入日、品名などの確認できるもの）の写し、③品質保証書または

安全基準に適合していることを確認できる書類の写し

●無料貸出
○貸 出 期 間…原則１年以内ですが、幌延町交通安全推進協議会が必要と認めた場合は、３回まで

その期間を延長（最大４年間）することができます。延長を希望される場合は申告
してください。なお、町外に住所を有する乳幼児を一時的に車に乗せる必要がある
祖父母等が利用する場合は、原則30日以内です。
※出産祝金支給対象の乳幼児は生後６カ月までの期間に限り貸し出します。また、
購入補助の対象者となった乳幼児には貸し出しできません。

○貸 出 台 数…乳幼児一人につき１台。
○返 却 方 法…チャイルドシートカバーをクリーニングに出し、袋に入れたままご返却ください。
○申請に必要なもの…①印鑑、②車検証の写し、③運転免許証の写し
　　　　　　　　　　※申請後、車や住所を変更した場合、届け出願います。
お申し込み・お問い合わせ先：住民生活課 生活環境グループ　電話：５-1115（内線153・154）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 告知端末機：５-8812

チャイルドシートの「購入補助」および「無料貸出」について

　地域の農業生産力を維持・向上させるため、搾乳牛の増頭による生乳生産量の拡大に取り組むことと
し、初妊牛の購入補助を行います。
【対象牛】
　家畜市場でセリ売りされる初妊牛（市場での購入価格が税別で 40 万円以上のもので他の補助事業の
対象となっていないもの。）
【補助対象者】
　ＪＡ幌延町の組合員で、町内に住所および飼養管理施設があり、酪農業を営む個人および農地所有適
格法人。
【補助条件】
　①認定農業者であること。
　②初妊牛を購入後５年間、営農を継続すること。
　③購入の初妊牛を４年以上飼養すること。
　④後継牛確保のため、購入の初妊牛にホルスタイン種を交配させること。
　⑤経産牛を増頭させること。
　⑥購入の初妊牛を家畜共済に付すこと。
【補助金の額】
　初妊牛１頭につき購入価格から 40 万円を控除した額で、20 万円を上限に補助。
　１経営体当たり 10 頭を上限とする。

初妊牛購入費補助制度

お問い合わせ先：産業振興課�農林グループ　電話：５-1113�（内線244・245）　告知端末機：５-8815

平成 31年度まで！

１頭につき最大 20万円補助（10頭まで）幌延町まち・ひと・しごと総合戦略関連事業
幌 延 町 生 乳 生 産 拡 大 事 業

　北海道教育委員会では、「平成30年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査に関する実施要領」に基づ
き、道内各市町村の状況および体力向上策を北海道教育委員会義務教育課のホームページに公表してい
ます。
　http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ktk/H30tairyokucyousahokkaido.htm
　なお、パソコン等で閲覧できない場合は、下記までお問い合わせください。

平成３0年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」のお知らせ

お問い合わせ先：教育委員会　総務学校グループ　電話：５-1117　告知端末機：５-8817

　今年のゴールデンウィーク（４月２７日～５月６日）は、新天皇陛下の御即位に伴い10連休になります。
連休中は町内の公共機関等が次のとおり休業となりますので、お知らせします。

機関・施設名 ４/27
㈯

28
㈰

29
㈪

30
㈫

５/１
㈬

２
㈭

3
㈮

４
㈯

５
㈰

6
㈪

役場・出張所・国保診療所・患者輸送車・保健センター・
農村環境改善センター・認定こども園・へき地保育所・
スクールバス

休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
※国保診療所は、休診中でも救急患者を受け付けします。

幌延町生涯学習センター・問寒別生涯学習センター・総合体育館 休 休 休 休 休 休

町立歯科診療所 午後
休 休 休 休 休 休 休 休

ごみ収集業務・し尿収集業務 休 休 休 休
※事務業務はゴールデンウィーク期間中休業

老人福祉センター 公衆浴場 休 休

総合スポーツ公園 休 休 休 休
※オープンは５/１㈬の予定ですが、早まる場合があります。

金田心象書道美術館 休 休 休 休 休

幌延町移住情報PR支援センター「ホロカル」 休 休 休 休 休 休
※４/27㈯～５/3㈮・５/6㈪は、町民乗車票の販売を行いません。

ゴールデンウィーク（４月27日～５月６日）の公共機関等休業
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購入額 補助率
3万円

2万円

1万円

2万円超
の部分 10,000円 ◆補助金額

2万円
以下の
部分

20,000円

1/2 5,000円

2/3 13,333円
18,000円

※千円未満切り捨て
※２万円限度

◆購入費用３万円のチャイルドシート補助金額計算例

　幌延町安全で安心なまちづくり推進協議会は、住民がしっかりとした防犯意識を持ち、犯罪の起こりにく
いまちづくりを進め、安全で安心な暮らしを続けられるような地域を目指して、次のような取り組みを実施
していますので、皆さまのご協力をお願いします。
●「わんわんパトロール隊員」
　愛犬と散歩しながら、不審者や不審車両を見つけた場合に１１０番通報していただ
く「わんわんパトロール隊員」を募集しています。
　日常どおりの散歩の際、愛犬に「わんわんパトロールバンダナ（わんダナ）」を着
用いただき、飼い主が「わんわんパトロール袋」を持って、防犯活動を「見える化」し、
防犯意識の向上や犯罪者を寄せ付けない環境づくりを目指すものです。
　普段、何気なく散歩をしているコースでも、意識して目を向けると普段と違っている
ことに気付くことがあります。何かお気付きのことがあれば、すぐにお知らせください。

お申し込み・お問い合わせ先：住民生活課 生活環境グループ　電話：５-1115（内線153・154）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 告知端末機：５-8812

「わんわんパトロール隊員」・「子ども110番の家」募集中！

●「子ども１１０番の家」
　子どもたちが安全に暮らし、安心して遊べるような地域社会づくりを進めるた
め、子どもが助けを求め緊急避難する「子ども110番の家」を募集しています。
　子どもが駆け込むなどの緊急時に保護し、必要に応じた通報や連絡を行います。
また、急なケガや病気で助けを求めてきた場合は、緊急手当や救急車の手配など
にご協力いただきます。

バンダナ
わんわんパトロール

袋

　幌延町交通安全推進協議会では、個人でチャイルドシートを購入した方に対して、費用の一部を補助します。
また、チャイルドシートを無料で貸し出します。
●購入補助（乳幼児一人につき1台分）
○補 助 対 象 者…幌延町に住所を有する乳幼児の保護者です。

※出産祝金支給対象の乳幼児は除きます。また、チャイルドシートを借りた後に購入
補助を受ける場合は、チャイルドシートを返却していただきます。

○補 助 金 額…チャイルドシート購入費用（税込）のうち、2万円以下の部分の3分の2の額と２万円超
の部分の２分の１の額の合算額で、その合算額が２万円を超える場合は２万円とします。

○補助金交付方法…幌延町商工会が発行する商品券により交付します。
○申請に必要なもの…①印鑑、②領収書（購入日、品名などの確認できるもの）の写し、③品質保証書または

安全基準に適合していることを確認できる書類の写し

●無料貸出
○貸 出 期 間…原則１年以内ですが、幌延町交通安全推進協議会が必要と認めた場合は、３回まで

その期間を延長（最大４年間）することができます。延長を希望される場合は申告
してください。なお、町外に住所を有する乳幼児を一時的に車に乗せる必要がある
祖父母等が利用する場合は、原則30日以内です。
※出産祝金支給対象の乳幼児は生後６カ月までの期間に限り貸し出します。また、
購入補助の対象者となった乳幼児には貸し出しできません。

○貸 出 台 数…乳幼児一人につき１台。
○返 却 方 法…チャイルドシートカバーをクリーニングに出し、袋に入れたままご返却ください。
○申請に必要なもの…①印鑑、②車検証の写し、③運転免許証の写し
　　　　　　　　　　※申請後、車や住所を変更した場合、届け出願います。
お申し込み・お問い合わせ先：住民生活課 生活環境グループ　電話：５-1115（内線153・154）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 告知端末機：５-8812

チャイルドシートの「購入補助」および「無料貸出」について
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平
成
30
年
度
町
政
懇
談
会
の
意
見
・
質
問

　
平
成
30
年
度
の
町
政
懇
談
会

は
、
２
月
に
各
地
区
で
計
７
回

開
か
れ
、
66
名
の
町
民
の
皆
さ

ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
懇
談
会
で
は
、
ま
ず
町
か
ら
、

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
、

「
町
立
診
療
所
の
名
称
変
更
」

「
幌
延
町
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都

市
構
想
」
、「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の

経
営
改
善
等
に
お
け
る
現
状
報

告
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ま
と
町
政
全
般
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
た
意
見
や
質
問
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

◆
昨
年
の
胆
振
東
部
地
震
に
よ

る
全
域
停
電
（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
）
時
の
対
応
に
つ
い
て

Ｑ　
告
知
端
末
機（
Ｉ
Ｐ
電
話
）

が
使
え
な
か
っ
た
。
緊
急
時
に

町
が
流
す
情
報
を
知
る
手
段
は

あ
る
の
か
。

Ａ　
告
知
端
末
機
を
使
っ
て
流

す
情
報
を
そ
の
ま
ま
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
新
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
予
算
で
告
知
端
末

機
更
新
を
予
定
し
て
お
り
、
今

後
に
備
え
ま
す
。

Ｑ　
避
難
所
は
開
設
し
た
の
か
。

Ａ　
保
健
セ
ン
タ
ー
と
問
寒
別

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所

を
設
け
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し

で
周
り
の
人
の
助
け
が
必
要
と

思
わ
れ
る
人
に
避
難
を
呼
び
掛

け
、
２
カ
所
に
計
６
人
が
避
難

し
ま
し
た
。

Ｑ　
再
び
全
域
停
電
に
な
っ
た

時
の
た
め
に
、
町
は
対
策
や
避

難
計
画
な
ど
を
整
え
た
の
か
。

Ａ　
明
確
な
対
策
は
未
整
備
で

す
が
、
備
蓄
食
糧
、
小
型
発
電

機
、
ス
ト
ー
ブ
、
簡
易
ベ
ッ
ド

な
ど
を
そ
ろ
え
ま
す
。
大
型
発

電
機
の
購
入
も
検
討
し
て
い
ま

す
。
広
報
車
の
音
声
が
聞
こ
え

な
か
っ
た
と
い
う
意
見
も
多
か

っ
た
の
で
、
よ
り
丁
寧
に
放
送

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

に
つ
い
て

Ｑ　
牛
１
０
０
頭
規
模
で
の
バ

イ
オ
マ
ス
事
業
は
、
幌
延
独
自

の
構
想
か
。

Ａ　
そ
う
で
す
。
町
内
の
酪
農

家
の
多
く
が
１
０
０
頭
規
模
で

あ
る
幌
延
の
特
徴
で
す
。
牛
の

ふ
ん
尿
を
電
気
や
肥
料
に
変
え

る
施
設
を
量
産
化
し
、
割
安
で

建
設
で
き
る
よ
う
な
モ
デ
ル
を

作
り
、
維
持
管
理
を
地
元
で
ま

か
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
雇
用

の
場
の
創
出
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

Ｑ　
ど
こ
の
農
家
も
経
営
は
厳

し
い
。
自
己
負
担
が
多
額
な
ら
、

事
業
に
手
を
出
し
に
く
い
と
思

う
。

Ａ　
事
業
費
を
回
収
す
る
に
は
、

売
電
収
入
な
ど
か
ら
試
算
す
る

と
約
２0
年
間
か
か
り
、
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
牛
の

ふ
ん
尿
を
土
に
や
さ
し
く
、
生

産
性
の
高
い
液
肥
に
変
え
る
上
、

既
存
肥
料
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
、
環
境
汚
染
を
防
ぐ
手
段
に

な
り
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
、

幌
延
の
大
地
や
酪
農
を
守
る
方

策
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
町
内
の
酪
農
家
に
こ
の
事

業
に
対
す
る
意
識
調
査
は
し
た

の
か
。

Ａ　
町
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
約
２0
軒
の
酪
農

家
が
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
国
か
ら
事
業
費
の
３
分

の
１
の
補
助
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

今
年
１
年
は
酪
農
家
と
協
力
し
、

ど
う
す
れ
ば
費
用
を
抑
え
ら
れ

る
か
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
幌
延
モ
デ
ル
を
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

◆
橋
や
道
路
の
工
事
に
つ
い
て

Ｑ　
問
寒
別
橋
の
橋
梁
の
補
修

が
平
成
31
年
度
に
始
ま
る
と
聞

い
た
が
、
片
側
通
行
は
で
き
る

の
か
。

Ａ　
工
事
業
者
に
は
片
側
通
行

で
き
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

時
期
に
よ
っ
て
は
全
面
通
行
止

め
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ　
雄
信
内
大
橋
の
工
事
の
進

捗
状
況
は
。

Ａ　
工
事
は
稚
内
建
設
管
理
部

が
進
め
て
お
り
、
昨
年
の
橋
脚

補
修
は
終
わ
り
ま
し
た
。
た
だ
、

今
年
も
他
の
補
修
部
が
あ
る
そ

う
で
町
と
し
て
は
片
側
通
行
を

さ
せ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い

ま
す
。
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◆
Ｊ
Ｒ
宗
谷
本
線
に
つ
い
て

Ｑ　
列
車
の
利
便
性
は
悪
く
な

り
続
け
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
宗
谷

本
線
を
廃
線
あ
り
き
で
考
え
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
町
は
ど

う
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　
鉄
路
廃
止
か
バ
ス
転
換
か

は
、
す
ぐ
に
答
え
が
出
る
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
が
不

便
を
訴
え
て
い
る
こ
と
を
Ｊ
Ｒ

北
海
道
に
伝
え
る
と
同
時
に
、

今
進
め
て
い
る
沿
線
自
治
体
等

で
の
話
し
合
い
を
大
切
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
鉄
路
を
残
し
た
い
の
な
ら

ば
、
収
支
に
は
変
え
ら
れ
な
い

田
舎
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光

客
を
呼
ぶ
し
か
な
い
。

Ａ　
幌
延
の
秘
境
駅
を
Ｐ
Ｒ
す

る
イ
ベ
ン
ト
は
各
方
面
か
ら
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
沿
線
自
治
体
で

集
客
力
を
高
め
る
た
め
の
具
体

的
な
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
）
を
作
っ
て
い
ま
す
。

◆
風
力
発
電
に
つ
い
て

Ｑ　
浜
里
で
建
設
計
画
の
あ
る

風
力
発
電
17
基
は
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
の
か
。

Ａ　
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手

続
き
が
最
終
段
階
を
迎
え
て
い

ま
す
。
設
置
業
者
に
よ
る
町
民

説
明
会
が
行
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

Ｑ　
環
境
省
の
文
書
に
よ
る
と
、

複
数
の
業
者
が
幌
延
・
天
塩
周

辺
で
計
20
～
30
基
の
設
置
を
計

画
し
て
い
る
。
国
立
公
園
す
れ

す
れ
の
場
所
も
あ
り
、
計
画
が

こ
の
ま
ま
進
む
の
か
心
配
だ
。

Ａ　
環
境
省
は
事
業
者
に
対
し
、

自
然
環
境
や
景
観
に
配
慮
す
る

よ
う
求
め
つ
つ
、
国
民
の
意
見

を
聞
い
て
審
査
し
て
お
り
、
計

画
全
て
が
実
行
さ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
重
要
な
議
論

が
な
さ
れ
る
場
合
は
町
か
ら
も

情
報
発
信
し
ま
す
。

◆
町
政
全
般
に
つ
い
て

Ｑ　
町
内
産
の
ミ
ズ
ナ
ラ
の
木

を
使
っ
て
ワ
イ
ン
の
樽
を
作
っ

て
い
る
と
聞
い
た
。
そ
の
趣
旨

を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ　
ワ
イ
ン
醸
造
用
樽
の
原
料

に
町
内
産
ミ
ズ
ナ
ラ
の
木
が
適

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
地

元
の
特
産
品
候
補
と
し
て
昨
年

秋
に
作
り
ま
し
た
。
ワ
イ
ン
に

使
う
ブ
ド
ウ
の
栽
培
も
ト
ナ
カ

イ
牧
場
の
花
壇
で
試
験
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ン
が
で
き

れ
ば
町
民
を
集
め
て
試
飲
会
を

開
き
、
ゆ
く
ゆ
く
は
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
で
使
え
れ
ば
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
有
害
鳥
獣
の
駆
除
は
進
ん

で
い
る
か
。
秋
に
は
鹿
に
畑
を

荒
ら
さ
れ
る
。

Ａ　
今
年
は
鹿
の
数
が
少
な
く
、

去
年
の
６
割
程
度
の
４
０
０
頭

ぐ
ら
い
し
か
捕
れ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
町
内
だ
け
で
捕
っ
て
も
、

鹿
は
移
動
す
る
た
め
近
隣
自
治

体
と
の
協
力
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
問
寒
別
で
は
熊
６

頭
を
捕
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

失
く
す
な
ど
し
て
、
他
人
の
手

に
渡
っ
た
場
合
、
個
人
情
報
が

漏
れ
る
心
配
が
あ
る
。
リ
ス
ク

を
抱
え
て
ま
で
進
め
る
事
業
な

の
か
。

Ａ　
カ
ー
ド
を
使
う
場
合
は
本

人
認
証
が
必
要
で
、
簡
単
に
他

人
が
悪
用
で
き
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
設
備
が
整
え
ば
、

病
院
で
健
康
保
険
証
と
し
て
も

使
え
ま
す
。
カ
ー
ド
１
枚
で
あ

ら
ゆ
る
手
続
き
が
可
能
に
な
る

の
で
、
利
用
の
拡
大
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

Ａ　
平
成
30
年
度
は
昨
年
10
月
、

1２
月
、
今
年
２
月
と
計
３
回
行

い
ま
し
た
。
1２
月
は
マ
ッ
チ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
た
だ
、
参
加
者

が
徐
々
に
減
っ
て
い
る
の
で
、

継
続
し
て
で
き
る
方
法
を
模
索

し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
考

え
る
実
行
委
員
も
公
募
で
集
め

る
な
ど
、
工
夫
し
て
実
り
あ
る

も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
町
内
の
子
ど
も
の
減
少
に

伴
っ
て
中
学
校
で
で
き
る
部
活

動
も
限
ら
れ
て
お
り
、
他
町
で

活
動
す
る
生
徒
も
い
る
。
指
導

者
が
足
り
な
い
の
な
ら
ば
、
地

域
の
大
人
が
外
部
コ
ー
チ
を
す

る
な
ど
協
力
す
る
。
生
徒
が
望

む
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
教
育

委
員
会
は
学
校
側
に
働
き
か
け

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
教
員
の
長
時
間
労
働
を
是

正
し
よ
う
と
、
全
国
の
学
校
で

働
き
方
改
革
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
地
域
の

方
々
に
指
導
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
は
、
学
校
と
の
合
意
形
成

が
で
き
れ
ば
良
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
仮
に
団
体
競
技
の
部

活
動
を
作
る
場
合
、
数
年
先
に

生
徒
が
集
ま
る
か
ど
う
か
見
通

し
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
：

　
住
民
生
活
課

　
　
　
　
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
電　
　
　
話
：
５
ー
１
１
１
５

　
告
知
端
末
機
：
５
ー
８
８
１
２
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幌延中学校卒業式　　　　　問寒別小学校卒業式
幌延小学校卒業式
幌延中学校卒業式　　　　　問寒別小学校卒業式
幌延小学校卒業式

　町内の各小中学校で卒業式
が挙行され、幌延中学校17

名、問寒別小学校3名、幌延小学
校21名は、在校生や先生、保護
者の方々が見守る中、思い出の詰
まった学び舎を巣立ちました。

木
日

第２回フリカムイ・ホロノベ大会第２回フリカムイ・ホロノベ大会
　幌延ビジターセンター向かいの町営草地を会場に、フリ
カムイ・ホロノベ実行委員会主催のスノーカイト・エンデ

ュランス（耐久）レース「フリカムイ・ホロノベ大会」が開催
されました。初日の21日は公式練習と歓迎レセプション、22
日と23日は競技、最終日の24日には模擬レースと一般向けの
体験会が行われました。
　大会には海外からの選手を含む15名が出場し、サロベツ原野
に吹き渡る風をカイトに受けながら、雪の上を滑走していまし
た。
　また、体験会では、参加者たちがカイトの操作方法を教わり
ながら、風の動力だけで滑走する感覚を楽しんでいました。

2月14ワラベンチャー問寒クラブ
「わが村は美しく－北海道」運動
第9回コンクール奨励賞受賞

ワラベンチャー問寒クラブ
「わが村は美しく－北海道」運動
第9回コンクール奨励賞受賞
　地域全員が地域の子どもたちを育み、四季を通じ
てイベントを開催し、地域の活性化につながる活動

内容が評価され、「ワラベンチャー問寒クラブ」が、
北海道開発局主催のコンクールで奨励賞を受賞しまし
た。平成28年度の第８回コンクールに続き、２回目の
受賞となります。

町民スキー大会町民スキー大会
　東ヶ丘スキー場で、町民スキー大会
が開催されました。大会には子どもか

ら大人まで約150名が参加し、参加者たち
は応援の声を受けながら、決められた旗紋
の間を通過して、ゴールまでの滑走タイム
を競い合いました。昼食時には豚汁を味わ
い、冬の一日を楽しみました。

土
日

2月23金
日

3月15
日
日

3月１０
火
日

3月１９
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日
日~24木

日21
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校
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幌延中学校卒業式　　　　　問寒別小学校卒業式
幌延小学校卒業式
幌延中学校卒業式　　　　　問寒別小学校卒業式
幌延小学校卒業式

　町内の各小中学校で卒業式
が挙行され、幌延中学校17

名、問寒別小学校3名、幌延小学
校21名は、在校生や先生、保護
者の方々が見守る中、思い出の詰
まった学び舎を巣立ちました。

木
日

第２回フリカムイ・ホロノベ大会第２回フリカムイ・ホロノベ大会
　幌延ビジターセンター向かいの町営草地を会場に、フリ
カムイ・ホロノベ実行委員会主催のスノーカイト・エンデ

ュランス（耐久）レース「フリカムイ・ホロノベ大会」が開催
されました。初日の21日は公式練習と歓迎レセプション、22
日と23日は競技、最終日の24日には模擬レースと一般向けの
体験会が行われました。
　大会には海外からの選手を含む15名が出場し、サロベツ原野
に吹き渡る風をカイトに受けながら、雪の上を滑走していまし
た。
　また、体験会では、参加者たちがカイトの操作方法を教わり
ながら、風の動力だけで滑走する感覚を楽しんでいました。

2月14ワラベンチャー問寒クラブ
「わが村は美しく－北海道」運動
第9回コンクール奨励賞受賞

ワラベンチャー問寒クラブ
「わが村は美しく－北海道」運動
第9回コンクール奨励賞受賞
　地域全員が地域の子どもたちを育み、四季を通じ
てイベントを開催し、地域の活性化につながる活動

内容が評価され、「ワラベンチャー問寒クラブ」が、
北海道開発局主催のコンクールで奨励賞を受賞しまし
た。平成28年度の第８回コンクールに続き、２回目の
受賞となります。

町民スキー大会町民スキー大会
　東ヶ丘スキー場で、町民スキー大会
が開催されました。大会には子どもか

ら大人まで約150名が参加し、参加者たち
は応援の声を受けながら、決められた旗紋
の間を通過して、ゴールまでの滑走タイム
を競い合いました。昼食時には豚汁を味わ
い、冬の一日を楽しみました。

土
日

2月23金
日

3月15
日
日
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日
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日
日~24木
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●自衛隊幹部候補生（一般）大卒程度試験

資　　 格
平成3２年４月１日現在
日本国籍を有し、２２歳以上２6歳未満の者
（２0歳以上２２歳未満の者は大卒（見込み含））

受 付 期 間 平成31年３月１日（金）～５月１日（水）
試 験 日 第１次試験：平成31年５月11日（土）・1２日（日）（1２日は飛行要員のみ）
試 験 会 場 陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）

●一般曹候補生（第１回目）
資　　 格 日本国籍を有し、採用予定月の１日現在、18歳以上3２歳以下の男女
受 付 期 間 平成31年３月１日（金）～５月15日（水）
試 験 日 第１次試験：平成31年５月２5日（土）
試 験 会 場 陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）

●自衛官候補生
資 　 　 格 日本国籍を有し、採用予定月の１日現在、18歳以上3２歳以下の男女
受 付 期 間 年間を通じて行っています。

試 験 日
平成31年５月19日（日）・２0日（月）いずれか１日
平成31年６月16日（日）・1７日（月）いずれか１日
平成31年７月２1日（日）・２２日（月）いずれか１日

試 験 会 場 受付時にお知らせします。

平成３1年度自衛官等採用試験のご案内

お問い合わせ先：役場総務財政課�総務グループ　　電話：５-1111　告知端末機：５-8811
　　　　　　　　自衛隊稚内地域事務所　　電話：（0162）23-2721
　　　　　　　　　（稚内市大黒４丁目６-34�バス通り沿い）
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優良運転者講習（30分）
　４月９日（火）13時から
　　天塩町社会福祉会館
　４月13日（土）13時から
　　豊富町定住支援センター
　　「ふらっときた」
一般運転者講習（１時間）
　４月13日（土）14時から
　　豊富町定住支援センター
　　「ふらっときた」
違反運転者講習（２時間）
　４月13日（土）15時30分から
　　豊富町定住支援センター
　　「ふらっときた」

　平成31年度の一般巡回相談実施計画が決定
しましたので、近隣（宗谷・留萌・上川管内）の開
催地および日程をお知らせします。
　稚内市：平成31年５月14日（火）
　　　　：平成31年10月８日（火）・９日（水）
　留萌市：平成31年９月18日（水）・19日（木）
　名寄市：平成31年５月15日（水）
　旭川市：平成31年４月16日（火）・1７日（水）
　　　　：平成31年７月２3日（火）・２4日（水）
　　　　：平成31年９月３日（火）・４日（水）
　　　　：平成31年1２月３日（火）・４日（水）
　　　　：平成3２年２月18日（火）・19日（水）
　※会場および時間については未定です。

平成３1年度
心身障害者一般巡回相談

のお知らせ

運転免許更新時
講習のお知らせ

　労働力調査は、「完全失業率」や「就業者数」などを明らかにす
るもので、国や地方自治体の雇用失業対策や景気判断に不可欠
で重要な統計調査です。
　４月中旬頃、対象となった地域を調査員が訪問し、各世帯に調
査の概要をお知らせした後、無作為に選ばれた調査世帯に、再
度、５月または７月中旬頃、調査員が訪問し、調査票の記入をお
願いすることになります。
　ご自宅に調査員がお伺いしましたら、調査へのご協力をお願
いします。
※調査の回答内容は、統計作成以外の目的に使用されることは
ありません。

【調査対象地域】
　幌延町字問寒別1005番地の一部

【調査実施期間】
　前期世帯：５月・６月　　後期世帯：７月・８月　　
　各期約15世帯
　※調査対象となった世帯には、来年の同じ時期に２年目調査を

お願いします。

労働力調査にご協力をお願いします！

　本年10月１日から、消費税および地方消費税の税率が８％から10％に
引き上げられるのと同時に、消費税の軽減税率制度が実施されます。
　つきましては、軽減税率制度についての説明会を次のとおり開催しま
すので、ご案内します。
　なお、説明会に参加を希望される方は、次の申込先までお電話でお申
し込みください。

消費税の軽減税率制度に関する説明会開催のお知らせ

【日　時】
　平成31年５月２７日（月）　
　　11時00分～1２時00分
　　13時00分～14時00分

【場　所】
　幌延町商工会
　（幌延町３条南１丁目１番地）

【定　員】
　２0名

【対象者】
　全ての事業者の方

【内　容】
　①軽減税率制度の概要
　②制度実施後の帳簿・請求書の記載

方法
　③中小事業者への支援措置
　④事例紹介

【申込先】
　稚内税務署 法人課税部門　
　電話：016２-33-1155（代表）（内線5641）

※お電話の際は音声ガイダンスに沿
って「２」を選択してください。

【主　催】
　稚内税務署

【共　催】
　幌延町・幌延町商工会

お問い合わせ先：
　北海道立心身障害者総合相談所
　電話：011-613-5401

お問い合わせ先：
　北海道宗谷総合振興局地域創生部地域政策課主査（統計）
　電話：0162-33-2918

ほろのべの窓　2019.4月号▶　22



　肌寒い風を感じながらも、雪解けが進み、春の兆候が見えてきました。
　皆さま、いかがお過ごしでしょうか？　協力隊の青柳です。3月27日をもちまして任期満了となります。
初めて地域おこしという仕事に携わり、戸惑いながら過ごしてきた3年間を振り返ってみますと、長いよ
うで短く、時の流れをひしひしと感じております。
　町の皆さまには情報収集や、イベント時などに叱咤激励・ご協力をいただきありがとうございます。退
任後の動向については未定ですが、個人的には観光や特産品開発などに関連した業務に就きたいと考えて
おります。
　常日頃、秘境駅に対する町の取り組みに、さまざまなご意見をいただくことが多いと思いますが、公共
交通機関の玄関口であり、今夏は宗谷本線に特別列車をという計画も耳にします。鉄道ファンに限らず秘
境駅を訪問されるお客さまには幌延ファンとして何度もご来町いただき、宿泊・飲食・土産品購入・ふる
さと納税などの経済効果や交流人口の獲得に寄与いただいていることか
ら、どうか、ご理解いただければと思います。
　自分自身も鉄道はもとより、幌延のファンでもありますので、町内に
再就職し、イベント時は何らかのお手伝いをさせていただければ幸いで
す。掘り起こして磨けば光る、ダイヤの原石のような観光資源はたくさ
ん眠っていることでしょう。引き続き皆さまと共に発掘していきたい所
存です。
　立場は変わっても幌延の明るい未来を願わずにはいられません。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

地域おこし協力隊通信 vol.40

▼町ホームページ：協力隊コーナー「Base�Town」／▼協力隊Facebook(URL：https://www.facebook.com/horo.okoshitai/)

１．実施期間　平成31年４月20日（土）～平成31年４月30日（火）　11日間
２．統一標語　「忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認」
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎え、火災により高齢者等を中心とする死傷者の発生を減少させるた
め実施しています。火災から身の安全や貴重な財産を失わないためにも、日頃から火気の取扱いなどに十分注意し、
防火意識を高めましょう。

『春の全道火災予防運動』

資 　 格 高等学校入学資格を有する者で、２年以上
調理業務に従事した者

受験願書
受付期間 平成31年５月13日（月）～５月２4日（金）

試験日時 平成31年８月２1日（水）
午後１時30分～午後４時00分

試 験 地 稚内市

受 験
手 数 料 6,900円相当の北海道収入証紙

受験願書
配 布 先 役場住民生活課 生活環境グループ

平成３1年度調理師試験の実施について

お問い合わせ先：
役場住民生活課�生活環境グループ　電話：５-1115�　告知端末機：５-8812
北海道稚内保健所　電話：0162-33-2990

【実施期間】
　平成31年4月１日（月）～5月31日（金）
　ヒグマによる人身被害は春と秋に多く発生します。
　山菜採りなどで山野に出かける機会が多くなる季節
を迎えていますが、人身被害の３分の２は山菜・キノコ
採りで発生しており、ヒグマに遭わないためには下記
の点に注意してください。
　・食べ物やゴミは必ず持ち帰る
　・一人では野山に入らない
　・野山では音を出しながら歩く
　・事前にヒグマの出没情報を確認する
　・薄暗いときには行動しない
　・フンや足跡を見たら引き返す

春のヒグマ注意特別期間について

お問い合わせ先：
産業振興課　農林グループ
　電話：５-1113　告知端末機：５-8815

お問い合わせ先：北留萌消防組合消防署幌延支署　電話：５-1159
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ね ん き ん 通信

お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話：0162-32-1941
　　　　　　　　または役場保健福祉課�戸籍福祉グループ　電話：５-1115　告知端末機：５-8813

～稚内年金事務所からのお知らせ～
☆年金相談窓口は原則予約制です☆

　これまでの「ねんきん通信」や広報誌の折り込みなどでお伝えしているとおり、稚内年金事務所
の年金相談窓口は、原則予約が必要となります。
　予約をしていただくことで、年金事務所では、事前に相談者の皆さまの資格記録等の情報を確認
し、相談時間の短縮を図ることができます。
　予約しないで窓口にお越しになると、待ち時間が長くなってしまったり、場合によっては、相談
にいらした日に、対応することができないこともあります。
　スムーズな相談のためにも、稚内年金事務所にご用がある際には、事前予約をお願いします。予
約は当日でも受け付けしていますので、よろしくお願いします。

稚内年金事務所の年金相談窓口のご予約は、電話番号

0162-74-1000
で受け付けしています。

自動音声で案内しますので「１」→「2」の順で選択してください。

　国民年金の保険料は毎年度改定されており、平成31年度は前年度より７0円引き上げられた月額
16,410円となります。
　保険料の納付に当たっては、便利でおトクな口座振替などさまざまな方法をご利用いただくことがで
きますので、ご自身の生活スタイルにあった方法を選択し、納付しましょう。
○口座振替（一番おトクな納付方法）
　口座振替で納めると手間がかからず、納め忘れを防ぐこともできます。口座振替の手続きは、役場や
郵送、お近くの年金事務所または金融機関の窓口で受け付けています。
○クレジットカード納付（継続納付・前納）
　クレジットカードにより定期的に納付する方法です。申し込み手続きは、役場や郵送、お近くの年金
事務所で受け付けています。
※口座・クレジットカード納付の申込用紙は年金事務所や役場の窓口に備え付けている他下記ＵＲＬ
からもダウンロード（ＰＤＦ）できます。

　日本年金機構ホームページ
　（http://www.nenkin.go.jp/service/kokunen/hokenryo/２0150313-0２.html）
○現金納付（金融機関、郵便局、コンビニ等の窓口での納付）
　日本年金機構から郵送される納付書を使って、各窓口で納めていただく方法です。お手元に納付書が
ないときは、お近くの年金事務所にご連絡ください。
○電子納付（インターネットバンキング・モバイルバンキング・テレフォンバンキング、ATMでの納付）
　インターネットバンキング等については、あらかじめ利用される金融機関と契約を結ぶ必要がありま
す。契約方法についてはご利用になる金融機関にお問い合わせください。

平成31年度の国民年金保険料は月額16,410円です
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町民くらしのカレンダー ４月（Apr）
注：保セ＝保健センター／子セ＝子育て支援センター
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１
月

こども園入園式 ９:30～ 16
火

つぼみひろば 10:30～11:30（子セ）

２
火

17
水

めばえひろば 10:30～11:30（子セ）
金田心象書道美術館 臨時休館

３
水

問寒別へき地保育所入所式 10：30～ 18
木

わかばひろば 10:30～11:30（子セ）
金田心象書道美術館 臨時休館

４
木

19
金

金田心象書道美術館 臨時休館

５
金

【問寒別出張診療日】 20
土

６
土

各小中学校入学式
各小中学校始業式
総合体育館 臨時休館

21
日

幌延町議会議員選挙投票日

７
日

北海道知事・北海道議会議員選挙投票日
総合体育館 臨時休館

22
月

火災予防パレード
（幌延10:00～、問寒別13:30～）

８
月

23
火

親子リズム体操遊び 10:30～11:30（こども園）

９
火

つぼみひろば 10:30～11:30（子セ） 24
水

【心療内科・精神科診療日】

10
水

【心療内科・精神科診療日】
めばえひろば 10:30～11:30（子セ）
すくすく健診 13:00～（保セ）

25
木

11
木

わかばひろば 10:30～11:30（子セ） 26
金

12
金

27
土

13
土

28
日

14
日

29
月

昭和の日

15
月

30
火

国民の休日

告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
　告知端末機「知らせますケン」では、
通常の行政情報だけではなく、緊急の
避難警報など、皆さんにとって重要な
お知らせ放送をすることがあります。
　電源は必ず入れて、１日１回は視聴す
るようお願いします。
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　４月に幌延町内の小学校に入学する21名
に対し、町内外の企業や協議会５団体が安
全に学校に通ってほしいという願いを込め
ランドセルカバーや反射材など交通安全グ
ッズを贈りました。新入学児童は３月下旬、
役場などでグッズを受け取りました。
　グッズを寄贈していただきました幌延町
商工会女性部、稚内信金幌延支店、沿岸バ
ス株式会社、生活協同組合コープさっぽろ、
幌延町交通安全推進協議会の皆さまに対
し、心から感謝申し上げます。

新入学児童に交通安全グッズ寄贈
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